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(%) W C S G P AE 
N 50 43.3 157.4 314.8 795 1053 0 0.041
P20 50 43.3 158.8 317.6 634 1050 78.4 0.041
P40 50 43.3 162.4 324.8 471 1041 155.4 0.042
P60 50 43.3 166.7 333.4 311 1030 230.7 0.043
 
キーワード：廃プラスティック，圧縮強度，引張強度，乾燥収縮，クリープ 







吸水率：約 2 % 
密度：1.31 g/cm3 
細骨材 (S) 陸砂 
表乾密度：2.65 g/cm3 
粗骨材 (G) 砕石 2005 
表乾密度：2.68 g/cm3 













































環境は，温度 20±1 ℃，相対湿度 55±5 %であり，載荷応力度は




廃プラ置換率 40 %の 2 倍，廃プラを用いていないコンクリートの
3.4 倍である．図－６はクリープ係数の経時変化を示している．廃











なり，置換率が 60 %の場合に著しく大きくなる． 
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